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           和歌山大学附属図書館メールマガジン 

                              第 6 号 

                              平成 19 年 1 月 15 日  
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☆ 図書館からのお知らせ 
大学入試センター試験に伴う開館時間の変更について 
平成 19年 1月 19日（金） 9：00 ～ 15：00 
      1月 20日（土） 休館 
 
 後期試験実施に伴う平日の開館時間延長について 
 期  間：平成 19年１月２２日（月）～２月８日（木） 
 開館時間：9：00～21：30 
 
 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

☆ 図書館からのお願い 

  図書館を利用される皆さんは、以下のことをお守りくだい。 

   館内での飲食は、必ず 1F・2F にある休憩室でお願いします。 

   カウンター横の職員専用出入り口は、学生は使用できません。 

   エレベータは、身障者・年配者および業務用です。 
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☆ オンラインデータベースの案内 

今回は、『CiNii サイニイ』です。 

 CiNii（サイニイ）は、国立情報学研究所(NII)が提供する論文情報ナビゲータです。大
学等で発行された紀要や、学協会発行の学術雑誌などを検索し、検索した論文の引用情

報をたどったり、本文を参照したりできます。 
  検索には、「簡易検索」と「詳細検索」があります。「簡易検索」は、フリーワード検

索で、「詳細検索」は、条件項目を細かく指定して、絞り込んだ検索ができます。 

条件項目は、著者名/著者名所属/論文名/雑誌名/ISSN/引用文献/文情報/巻/号/ページ

/出版年です。 

利用するには、図書館のホームページから「大学内サービス」をクリックし、さらに

「電子ジャーナル」をクリックして、本学が購入しているデータベースのところの「CiNii」
をクリックしてください。（和歌山大学構内に設置しているパソコンで利用できます。） 

 
    アドレスはこちら→ http://www.lib.wakayama-u.ac.jp/ 
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☆ ホームライブラリー制度 

  卒業・修了後も、在学中とほぼ同様のサービスを受けられ、いつまでも皆さんのホー

ムライブラリーとして利用していただける制度です。 

  利用手続きは、図書館カウンターで利用登録を行い、利用証の発行を受けてください。

利用登録票は、下記のアドレスから、入手できます。 

http://www.lib.wakayama-u.ac.jp/tourokuhyou.pdf 

 

 手続きに必要なものは、卒業・修了予定の方は、学生証、卒業・修了されている方は、

住所等を確認できるもの（運転免許証または健康保険証）です。 

 利用証の発行は、原則的に即日発行です。ただし、月曜日～木曜日の 17 時以降の申請

は翌日発行、金曜日の 17 時以降及び平日以外の申請は翌週の月曜日の発行となります。 

 

   詳しくは、図書館のホームページをご覧ください。 

 

http://www.lib.wakayama-u.ac.jp/homelibrary.htm 
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☆ コーナーの紹介 
 今回は、留学生コーナー（1階新書・文庫コーナー横）を紹介します。国際交流が進む
中で、留学生のための日本語学習に必要な図書、日本の文化・歴史等を紹介する図書お

よび留学生向けの視聴覚資料を配架してあります。日本語教育担当教員の協力を得なが

ら、資料の収集を進めております。また、海外情報等が得られるようにパソコン 2 台を
設置しています。（パソコンの 1台には、中国語対応の‘チャイニーズライター’ソフト
が入っています。） 
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☆「留学生と図書館」 

 みなさんは、図書館の留学生コーナーをご存じでしょうか。 
 本学には、世界各国からの留学生１５０名が在籍して、それぞれの目的を持って、一生

懸命に勉強に励んでします。 
そんな留学生にとっては、図書館の留学生コーナーは、とても役に立つ場所のようです。 
 パソコンが使えて、自分に必要な日本語のテキストや参考書がそろっていて、静かなの

で、ゆっくりと勉強ができる空間になっています。日本語関係のテキストだけでなく、ビ

デオもかなり充実しています。また、このコーナーには、本学と協定を結んでいる海外の

大学の資料もそろえられているので、アメリカ、オーストラリア、中国、韓国など、海外

の大学の様子がよくわかります。留学生だけでなく、海外の大学に留学したいと思ってい

る日本人学生も、のぞいてみてはどうでしょうか。 
 留学生コーナーの近くでは、ビデオがみられるようになっているので、映画をみたりで

きるのも、留学生にとって、図書館の魅力の一つだそうです。また、特に、２階のコンピ

ュータ室は夜８時半まで開いているので大変助かるそうです。 
 ただ、先日フランス人留学生と一緒に留学生コーナーを訪れたのですが、そのとき、気

がついたことがありました。それは、フランス３大学のパンフレットがかなり古かったこ

とと、新しい協定校のパンフレットなどがなかったことです。 
 また、日本語に関するテキストや参考書、ビデオなどは、かなり充実していますが、本

学に在籍する１５０名の留学生の国籍はざまざまです。外国の雑誌、たとえば、フランス

でよく読まれているフランス語で書かれた雑誌、インドネシア語で書かれている雑誌など、

少なくとも、本学に留学している学生の国の現在の事情がわかる代表的な雑誌があればい

いなと思いました。もう少し欲を言えば、新聞も各国語の新聞があればいいと思います

が・・・ 
 これは決して図書館の留学生コーナーに対する不満として書いたのではありません。私

たちＩＥＲセンターも、もっと図書館に協力して、このコーナーを充実させてゆくように

したいなあ、という感想をもったのです。 
 私は、ＩＥＲセンターに所属していますので、海外からの来訪者の方々に大学案内をす

る機会が多いのですが、そのときは必ず図書館にご案内します。 
 先月、韓国の学生と教授が２０名、本学を訪問されました。そのときは、ちょうど、３

階の「紀州経済史文化史研究所」で、「天満宮展」が開催されており、韓国研修団の方々は、

紀州の歴史に触れることができ、大変喜ばれていました。これ

までも、2004年に開催された「北林トモ展 (追悼 60回忌)―反
戦平和の信念を貫いた女性(ひと)― 」、2005年に開催された「教
科書が教化書だった頃－『日本近代の教科書にみる戦争－』」が

大変印象的でした。でも、特に展示会が開催されていなくても、

海外からの来訪者の方々に「紀州研」を案内すると、和歌山の

資料などがあって、大変喜ばれます。 
 今後とも、図書館、紀州研、ＩＥＲセンター、その他の学内

施設が互いに協力しあって、より魅力あるキャンパスを創って

ゆけたらよいと思っています。 
                    （IERセンター・センター長 長友 文子） 
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☆ 「電子書籍に関する講演会」 

   日時：2006 年 11 月 30 日（木） 14:50-16:20 

場所：システム情報学センター１F 第 2 演習室 

演題：ケイタイで読書(電子書籍の動向) 

講師：シャープ株式会社プラットホーム開発センター 

       副所長 北村 義弘 氏 

   参加者は、学生、教職員合わせて約 70 名 
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☆ 職場体験学習 
  平成 18 年 10 月 24 日 

和歌山市立河西中学校 生徒 2名 

    新着雑誌の配架など体験 

 

 

  平成 18 年 10 月 31 日～11 月 1 日（2日間） 

    和歌山市立西脇中学校 生徒 2名 

    返却図書の配架など体験 

 

 

  平成 18 年 11 月 16 日～17 日（2日間） 

教育学部附属養護学校  生徒 1名 

    カウンターなどを体験 

 

 

 

デモの様子 
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☆ 新着図書情報 

10 月～12 月分の新着図書情報 

書  名 著者名 出版社 請求記号 

研究者という職業 林周二著 東京図書 002||7||HS 

ライトウェーブ・ビキナーズ ウサギ王著 ビー・エヌ・エヌ新社 007||6||US 

読み聞かせわくわくハンドブック 代田知子著 一声社 015||8||ST 

マルクスに誘われて 的場昭弘著 亜紀書房 134||5||MA 

心理学者のための科学入門 中丸茂著 朝倉書店 140||8||OK 

音の世界の心理学 重野純著 ナカニシヤ出版 141||22||SS 

兵士と軍夫の日清戦争 大谷正著 有志舎 210||65||OT 

財界とは何か 菊池信輝著 平凡社 312||1||KN 

入門経済学 井原哲夫著 東洋経済新報社 331||||IT 

ミクロ経済学入門講義 田中宏著 慶應義塾大学出版会 331||||TH 

現代ドイツ経営学 海道ノブチカ著 森山書店 335||1||KN 

世界一やさしい会計の本です 山田真哉著 日本実業出版社 336||9||YS 

新時代の消費者教育 水谷節子著 西日本法規出版 365||||MS 

「ADHD」の子どもと生きる教室 大和久勝著 新日本出版社 378||||OM 

電磁気学講義ノート 宮崎照宣著 日刊工業新聞社 427||||MT 

生態学入門 日本生態学会編 東京化学同人 468||||Ni 

環境問題に関する経済理論 大本信之著 創栄出版 519||||ON 

バッハから広がる世界 樋口隆一著 春秋社 762||34||HR 

日本語教育と近代日本 多仁安代著 岩田書院 810||7||TY 

ウルトラ・ダラー 手嶋龍一著 新潮社 913||6||TR 

他 831冊入りました。 
      
//編集後記//-------------------------------------------------------------------- 

 新年を迎え、新たな気持ちで、お待ちしております。図書館では、皆様とのコミュニケ

ーションを図っていきたいと思っております。どんな些細ことでも結構ですのでご質問、

お問合せ、ご感想等を下記アドレスまでお寄せください。良き交流の場にしていきたいと

願っておりますので、よろしくお願いいたします。（スタッフ一同） 
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